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生きるよろ―びを

一心の垢を洗う「大阪ことば」をつくりたい一

秋 田 実

道頓堀川で

フナを釣る

大阪で生まれ，大阪で育ち

ずっと今日まで大阪で麻らし

てまいりました。年言うのい

やなんですけども， 65か6ら

しい。 （笑声）もう大阪でずいぶん長く古く楽しく生

活してきております。 60年くらい昔，わたしら子供の

時分の大阪っていうのはいまとは全然想像できないく

らいでした。あの道頓堀川，いまの道頓堀川，あの川

でわたしらフナを釣って遊んだもんで，いまの店い方

に話すと，だれも信用してくれませんが，事実そうだ

ったし，それからわたしども小さい！）か分にはあの道頓

堀川で夏なんか泳いだもんですけども，こういうふう

の思い出ってのは，いま思い出して自分でも信用でき

ないくらい，まあその時分の大阪ってのはある意味で

はのどかだったんじゃないかと思います。

私なんかそういう慈味で大阪で育ち，後には緑あっ

て漫オの仕事を手伝いだすようになりまして， 40年漫

オの仕事を手伝ってきておりますが，没オはご承知の

ように実は舞台の上の創作じゃなしに，大阪の生活，

大阪人が日常話し合ってることば，生活，そういうも

のを実は舞台に移しておりますわけで，大阪の移り変

わりってものをわたしどもときどきふっと自分の仕事

を振り返りまして，大阪もずいぶんその意味で変わっ

てきたなあと思うわけでございます。そういう辿い昔

から大阪にあったもので現化なくなってしまったもの

乞食ってのがございます。

わたしら子供の時分からある時代までは，大阪中ど

こへ行っても必ず乞食が橋のたもとなりどっかにすわ

っておりまして物ごいをいたしておりました。乞食っ

てものがわたしどもの大阪の町と切り離せない，それ

ほどなじみの深いもので，日常生活にも乞食ってこと

ばが実によく使われておりました。たとえば何かの場

合には， 、あいつは乞食腹や，何食うてもあたらん：：：：：

と。 （笑声）そういうふうに乞食腹っていうのが一番

はっきりおもしろくわかる言い方，言い回して， ぁヽ

いつは乞食腹や，何食うてもあたらん：：：：：と， ‘乞食の

股も入るだけや：：：：：と，何かそういう乞食ってことばが

ずいぶんいろいろ使われております。 ヽぁの人は乞食

のシラミや，口で人を殺しはる：：：：：と。 （笑声）まあそ

ういうふうにいろいろ使われます。あの場合には‘乞

食3日したらやめられん：：：：：とか，また何かの場合には

ヽぁいつは乞食みたいなやっちゃ，根付がいやらし

い，いやしい：：：：：と。

わたしら子供の時分には即席英語っていいますか，

その英語で乞食のことをどない言うねん， ヽヮンダー

ス：：：：：と。乞食おわん出しますから， （笑声）それでワ

ンダースと。

商いは笑いである

大休大阪ではご承知のように昔から汗'ii(アキナイ）

は笑いである、とそういうことが言われてきておりま

す。 ‘商いは笑いである、と。これを音で応しみまして

:::i箇（ショウ）は笑（ショウ）なり、と， (r,Jよりも相

ともににこにこ笑いながら話を進めていく，これが岡

売の上で一番大事な粕神である。そういう意味で大阪

のことばってものはできてきております。

大阪のことばは本来笑うことば，笑いながらスムー

ズに話を推し進めていくことば，そういうことばが日

常生活で生かされてる。その日常生活の中で一番われ

われになじみ深いものが絶えずいつでもそういうふう

に，モダン語，流行語，そんな形で日常止活の中に出

てくる。乞食もそういう意味で代表的なその一つで，

そういう乞食がたとえられておりますが，その乞食に

しても相手をおこらさないで笑いのうちに自分の思う

ことを相手にわからせる，そういうことをそのころは

やっておりました。

焼き場なんかへ参りますと，人口に乞食が全部すわ
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っておって，そして焼き場へ来る人たちに物ごいをし

ておる。とときどきはいつもすわっておるし，何べん

も来てやってるから，もうやるのがじゃまくさいん

で，施し銭しないで焼き場ん中へ入ってしまう。と乞

食はジーツとそれを見ておりまして，今度その人たち

が帰ってくる。そういうときには乞食はニコニコと笑

い顔で丁寧に頭を下げてその人たちに「どうぞお近い

うちに」と（笑声）。場所が悪いわけなんです。しゃ

くにさわるが舌打ちしながら，やっぱりにが笑いして

一銭施し銭をする。

最近，去年でしたか私，道頓堀のマージャンクラプ

をのぞきましたら，大学生がマージャンしてる。その

学生が何かのときに 4人でやってるときに， 「あわて

る乞食はもらいが少ない」と，そう言ってゲラゲラ

笑ってるんで，わたしの知ってる大学生なんで， 「君

らそのことばどこで覚えたんや」と。 「うちでおばあ

さんがいつも言うてるんで，ほんで使うてまんねん」

と。 「おもろいか」と言うたら， 「ええ，おもろまん

なあ」と。そういういま乞食がいなくなりましたが，

そういう具体的な生きたことば，生きたたとえっても

のはやはり日常生活に生きている。そのように言える

んじゃないかと思います。そういう、高は笑なり、の

精神の上に立って，できるだけ日常生活の中でわれわ

れがなじみ深いことば，言い回し，そういうものが生

活の中で生きております。

いまでは次第に生活がよくなり，世の中がよくなっ

て，こういったような種類のことばってのは消えてお

りますが，過去にさかのぼるほどそういうことばが生

きている。

そういう意味でわたしども振り返ってみますと，こ

れまでに一番よく使われてることばの種類の一つ，そ

ういうものでは，おうちの中で生活している一番なじ

み深い場所ってのはどこかって言えば便所で，便所を

たとえにしたことばってのはずいぷんよくございま

す。漫オの舞台だけじゃなしに日常生活の中でもそう

いうきたないことばがたとえに使われております。た

とえば便所の窓から見る月， ヽこれがほんとのウンの

つきや、と（煤笑）。何かのときには‘便所の火事で．．．． 
ヤケクソや、と（笑声）。まあいろいろ便所ってもの

が非常になつかしい心やすい場所なんで，便所がいろ

いろ使われております。イロハかるたなんかにも汀廿

気（戦地）でマンジュウ， ＜そうてもうまい、（笑声）

とか，そういうたとえに使われてるように，便所が絶

えずそういうふうに使われておる。

一日一度は高野山参り

たとえばこれは感心しない，いいことばではござい

ませんけども，大阪では庶民の間でつい最近まではよ

く使われましたことば，言い回しに，何かの場合に

、あいつにお説教してもあんなやつに何言うてもこた

えるかい、と，そういうふうにこたえないというとき

に大阪では庶民の間で、ババ買いにヘヽていう，そう

いうことばがずっと言われておりました（爆笑）わた

しら子供の時分から，おとなたちが何でもないときに

いつも言うてることばで，一番なじみのあることばで

、ババ買いに人、と。肥くみ屋のことなんです。肥＜

み屋が肥くみに来てくれる。そのときにそのそばでお

なら落しても肥くみ屋は何ともない， くさくもない，

もっとくさいこと扱うてるから（笑声）。

大阪では昔から便所のことを、コーヤサン、 （高野
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山）と，そのように言います。何でもないことですけ

ど，大阪だけでは高野山と言ってる。なぜ高野山と言

うかといいますと，まあ使ってる，あるいは知ってる

お方でもご存じないと思いますけども，大阪では昔か

ら日常生活で一生の念願として，一生の間にお伊勢さ

んヘ一度，お参りしたい，あるいは熊野へもお参りし

たい，それから高野山にもお参りしたい。これがまあ

大阪の庶民の願いで，そしてその高野山てのはお芝居

あるいは石童丸とかああいうもので一番なじみのある

場所で，その高野山に便所をなぞらえたんで，どうな

ぞらえたかと申しますと，高野山へ行きますとああい

うかるかや石箪丸にしましても，みんな向こうで剃髪

する。そのみなの一番よく知ってるその方と結びつけ

て，便所は高野山，高野山はどういうところか，髪落

とすところだ，で高野山，便所，紙落とすところと

（笑声）。

もとはといえば，ご承知のように便所ってのは初め

はかわやであり，川の上につくってあった。それがコ．． 
ーヤになり，それが大阪では商野山になった。すると

便所っていうそういうきたない場所ですけども，何か

の場合座敷でだれかが話てる，そういうときに立ち上

がる， 「どこへ行きはんの」と問いたら， 「ちょっと

高野山へ」と。すると「ごゆっくりお参りを」と（煤

笑）。するとあの便所へ行く何でもないそういうこと

でも家中に笑いが漂う。

そんなふうに今日まで大阪ではことばってのが生か

し使われてきてるっていいますか，そういう便所なん

かにしましても現在ではほとんどが水洗便所に次第に

変わってきており，そういうことばも次第に消え死ん

でいっております。

それにかわりましてご承知のように昭和の初めごろ

にはミトイレット、ってことばが出てき，いまの百貨

店その他でもきれいな便所，さっと水が流れる便所が

できるようになりましたが，そういうトイレットって

なことばができ始めたころ，わたしらいまだに覚えて

おり，その本人もおりますが，宗右衛門町の若い芸

者，その芸者のエピソードがいまでも、トイレット芸

者、ってんで，もう70幾つになってまだ生きておりま

すけども，そういう芸者さんがおりました。

トイレット芸者のこと

これが名前の起こりってのはその当時， トイレット

ってことばができかけの頃に，ある会社へ社長さんに

集金に行って，受付で面会求めましたら，受付の女の

人が「社長さんちょっといま席はずしておられます」

と。 「社長さんどこへ行かれたんですか」って言った

ら，しかたない，受付の女の子が笑いながら「社長さ

んトイレットヘ行っとられます」と。するとその若い

芸者がトイレットってことばまだ知らないんで， 「ト

イレットヘ行ってはんのやったら，そらとてもやない

が帰ってけえへん，また今度にします」と（笑声）。

「すぐお帰りになります」と言うのを， 「いやけっこ

うです，また今度にします」と帰って行って，ほんで

そのあくる日に往来で偶然ばったり会いましたら， ぐ

るりに人がいっぱいおるそういう往来のまん中でその

社長さんに「あんたトイレットヘ行くんやったら行く

で，わてさそってくれたらいいのに（爆笑）。ほなわ

てかて一ぺん社長さんに連れてもろてトイレット行っ

て，どんなとこやーペん見ときたいのに」と（笑声）。

そのときにはその芸者さんは， トイレットってのは

近く最近にできたレストランの名前やと思て（笑声）。

だから社長さんが，ちょうどたずねて行ったときはお

昼めしの前後だったんで，てっきり昼めし食べに行っ

たと，それだからトイレットヘ連れってくれと。そう

いう意味で言うて，それ以来‘トイレット芸者、って

んで今日まで名前とエピソードが残っております。

介l::1では放送局その他テレビ，ラジオ，あの辺のと

ころでは便所のことを‘録音する、と，そのように言

っております。これもやはり時代の流れで，現在では

録音という，あのテレビ，ラジオであれするのは，要
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するに後に出すんですけど，そのときに音楽なり，せ は， 「きょうはきたないものさわってへんから手きれ

りふなり音を入れるんで，オトイレ（音入れ）という いや」と。ほんで娘たちが， 「きたないものさわって

わけで（笑声），オトイレは便所，それで、オトイ ない手きれいやいうても，目に見えんばい菌が手にい

レヽと言わないで、録音、と言うのがいまではそうい っぱいついてる，おじいさん一緒に手洗ってらっしゃ

う一部の流行語になっておる。ですから仕事の最中 い。そやなかったら一緒に御飯食べへん」と，子供が

に「どこ行くのん」という場合に「芦よっと録音に」 強迫するわけなんです。するとおじいさんは， 「きれ

「ああ録音ですか」，そいでわかる。考えますとこと いや，きょうは何もしてへん，大丈夫や」と頑強にが

ばってものも絶えず時代に沿うて変わってきておりま んばる。孫とおじいさんの間でえらいいさかい，争い

す。

脳膜炎よさようなら

わたしらそういう意味合いでこの60年， 70年振り返

ってみますと，大阪の生活ってものは非常にうそのよ

うに現在ではりっぱに便利になりましたが，ことばの

点でもそういう便利になるにつれていろんな古いこと

ば，古い言い回し，古い生活様式，そういうものが消

え，それに対応した新しいことば，新しい言い回し，

楽しい言い回しってのができてきております。 40年近

く漫オの仕事を続けてきておりますが，そういう中で

もだんだんと消えて行ったことばがずいぶんたくさん

ございます。

たとえば昭和の初めごろ，中ごろくらいまでは漫才

の舞台に一番よく出てくることばっていいますのは，

何か相手がとぽけたことを言う，間の抜けのことを言

う。そういうときに「おまえはアホやな」と言うと片

やのほうが「おれ小さいときに脳膜炎わずろうたん

ゃ」と。現在では脳膜炎てことば使ってる漫才屋さん

一人もおりません。知らないllりに脳膜炎てものわずろ

うてる人がほとんどなくなってきたんじゃないかと。

そういう面でも非常に時代の移り変わり，みんなの生

活ぶりってのが相当変わってきた，非常に変わってき

た。そういうことが使ってることばの面からも言える

んじゃないかと思います。

戦後，娘たちがまだ小さい時分わたしのてて親とそ

れからわたしの娘，つまり孫とおじいさんが一緒に食

'Jtをするときに，ちょいちょいともめて，私仲裁に困

ったことがございます。それは何かと中しますと，私

原稿を書きますとき，戦前からそうですが，ずっと鉛

筆で滋いておりますんで，絶えず手がよごれておりま

すんで，いろんな場合一日にとにかく 10回くらい絶え

ず手を洗っており，娘たちも手だけは絶えず洗ってお

る，そして食事をする，あるいはもの食べる。

おじいさんが手洗わないで食卓へすわるんで，孫が

それ見つけまして， 「おじいさん，手洗うておいで」

と孫が言うわけなんです。するとおじいさんのほう

になりまして，争いの末にはおじいさんが孫の言い分

に負けまして，負けた末は年がいもなくほんきになっ

て， 「おじいさんはこれ70何年若いときから手洗わん

と御飯たべてるが，病気になったことはない(笑声）。

そんなことはいまの学校で教えてることで，そんなこ

とは正しいない/」と，えらいけんか腰。

それからはおじいさんが仏壇におまんじゅうを供え

ます，そのおまんじゅうのお下がりを孫にやります

と，孫が食べないんです。あげくの果てはわたしの家

内にわたしのてて親が「おまえが娘たちに，わしのも

のやっても食べたらいかん言うてんのんと違うか／」

と（笑声）。えらいもめまして，ほんで家内がわたし

のほうに， 「おじいさんこう言うておこってんねんけ

ども，子供たちはおじいさんのもの食べへん。食ベヘ

んのはあれ手洗えへん，不潔やと言うて食べへん。ど

ないしましょう」と。どないって，これわたしも長年

世話になってるてて親に対して言いようないんで（爆

笑）ほんで， 「おじいさん，孫にものやるときは，ぉ

じいさんのくれるものぼくはそのまま食べるけども，

孫にやるときには手洗うかっこうだけでもしてほし

い。せやないと孫は何にも食ぺしまへんで」と。ほん

でまあてて親もしようない，いまの若い子は学校で何

教えとんねん（笑声），ろくなこと教えへん，と文句

言いながらおじいさんも手洗うようになりました。

笑顔で叱る大阪弁

大阪ではいろんな場合にしかるっていいますか，そ

ういう場合でも，こわい顔してしからない。笑い顔で

しかるっていいますか，まあたとえばわたしらの小さ

い時分にしくじりをする，おねしょをする。そういう

場合でも母親は子供のわたしたちをしかる場合でも，

こわい顔してはしからない。標準語，東京弁，そん中

へいきますと一番乱暴なことばですけども「ばかなや

ろうだ」 「ばかなガキだ」と，そのように東京では言

ます。ところが大阪では同じように「アホなやっち

ゃ」 「アホなガキや」とは本来そのようにおこらな

い。わたしらでも子供の時分，いまだに覚えておりま
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すが，そういうしくじりをしました場合，母親が了・供

をたしなめるたしなめ方ってのは「あんた何やねん，

あんたにも似合わんアホなことして」と。行為をとがめ

ても相手全部をきめつけない。「あんた何やねん，あん

たに似合わんアホなことして。あんたふだん賢いやな

いか，そやのにこれ賢ないな，アホなことして」と。

ですから言われたこちらのほうも， 「そや，自分賢

いのになんでこんな賢うないことしたんやな」と（笑

声），すなおに入り，それで「お母さんこれから気をつ

けます」と，なごやかに笑い顔でしかるっていいます

か，そういうふうの口からロヘ，耳に入りやすい，口

に言いやすい，そういう形の話しことばですべての仕

活していく中に必要だと思われる柑柄が絶えず今日ま

で伝えられてきてる。わたしらそれを覚え，知らない

間にそれが生活の中の躾として身についております。

これは御承知のように皆さん方もお聞きになり，あ

るいは言われたことおありだと息いますけども，たと

えば御飯食べる。御飯食べたあとですぐゴロッと横に

なる。そういうときにはだれかが親が，母親にしても

「御飯食べてすぐ横になったら牛になりまっせ」と，

そのように言います。あれが笑い顔でしかる言い方な

んで。御飯食べてゴロッと横になる，「何です，行儀の

悪い」とは頭から文句を言わない。ゴロッと横になる

のはかまわないけども，牛になって角はえてもお母さ

ん知りまへんでと，瓦任を了・供に転嫁しますから，了・

供にするとゴロッと横になった，それをとがめられた

んじゃない，牛になって角がはえまっせと，で角はえ

たらかなわんから了・供は自発的に起きてるわけです。

これが3回4回5回と絶えずそのたびに言われます

と， 6回目くらいには寝かけてもあっそや，ゴロッ

と横に哀たら牛になって角がはえる，角はえたらかな

わん，で自分で起きてしまう。そして今度お友だちが

ゴロッと横に寝ると， 「アッ横に寝たら牛になんぞ

,/」と，そのようにしてそういうお行儀が身について

いくといいますか，そういう口から口ヘのことばの形

で躾ってものが身についてきております。

酒がついたら煙草吹け

昔は溢物なんか着てる時代にあぶら垢ついてる，そ

れはどして落としたらええかと。そういうなんでも全

部うたで， ヽぁぶら垢ついた着物は熱湯に塩ひと握り

さましてぞ沈う、とそういうことを年寄りが絶えず

言っております。熱湯に塩ひと握り，それさめたらそ

れで洗ったらあぶら垢がとれるとか。それからこの間

もわたし，わたしの年少の友人がやってるんでそんな

んどこで聞いたんや」言うたら「ええ……」って笑っ

てましたけども濯酒のしみついた着物はいち早くたば

この坪を吹きかくるべし、と。それがいくかいかない

か，わたしよく知りませんけども，やるだけはやって

ますけども，この問店い連中がやったんでそれ言うた

ら，知らん間に覚えてそいで思い出して一生懸命たば

こを吸うてフーと1'(-:服にかけてるんで，間いたら，そ

ういうふうに、酒のしみついた衣服はいち早くたばこ

の坪吹きかくるべし、と，そういうふうなんが知らん

間にいつも年寮りがおうちん中で言うてる，そういう

形でいろんなことが今日まで伝えられてきた。

ついしばらく前までは，何かの場合， ヽ盟の下には

新聞紙敷け、そういうことが言われておりました。大
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掃除のときには，したらあと新聞紙敷いとくと，新聞

紙の油のにおいで虫が近寄らんとか，そういう新聞紙

の使い方，効用ってのもある時代には日常生活の中で

お互いに絶えず言い合ってそれを生かしてきた。

現在ではもうすでにそういう意味では衛生の側から

無理やりに畳の下へ敷くのに新聞紙でなくてももっと

別のいい方法もある，それに関するどうしたらええか

という，そういうことが案外日常生活の中では，話し

ことばとしてはそういうふうにわれわれの中にできて

ない，伝わってない，こんなのがあればもっとおもし

ろい，もっといいんじゃないか。昔はそういうふうに

いろんなものが無数にあったんじゃないかと思いま

す。これから先もわれわれの生活ってものは 1日ごと

にりっぱになっていくんじゃないか，と。

楽しい大阪ことばを

考えますと，日ごと日ごとにこの70年見ましても，

大阪が住みよく便利に，生活がりっぱになってき，み

んなの力でますます楽しい大阪になってきておる。な

ってきておるについて，やはりある意味で言えば物質

生活の面では非常にりっばになっておりますが，それ

を補う精神面がまだもう一息足りないというよりも，

これからそういう点を昔の大阪流の商は笑なりにまさ

るとも劣らない話しことばの言い回し，言い方の形で

口からロへ，耳に入りやすく口に言いやすい形で，い

ろんなわれわれも実行し，そのことによって町のりっ

ぱさを守る，そういうことが日常生活にもっと徹底し

なきゃいけないんじゃないか。私はそういう気がいた

します。

現在でもそういうふうにりっぱな町になりながら，

見ておりますと道でつば吐く人が一ばいある。ああい

うつば何かにしても，つば吐きゃいけないという，い

けないというよりも吐くのんやめようという，何かそ

ういうおもしろい言い回し，それがあっていいんじゃ

ないか，それがやはりそういうつばの面では全然何に

もなしに，ついついだれでもが平気じゃないが，まず

平気でつばを吐く。あるいは立ち小便にしてもみんな

がやってる。そして町をきれいでない反対のほうに持

っていくそういう面がある。

そういう面をできるだけ防ぐわれわれ日常生活で楽

しいお互いの耳に入ることば，ことばが目に見えませ

んけども，手足以上に生きるそういうものがわれわれ

お互いにしなきゃいけない，やらないけないんじゃな

いか，そういう気がいたします。

わたしは大阪が好きで，よく言われますけども，愛

するとか愛国とか愛市，そういうこと何かってことを

これまでにもたびたび聞かれたことがございますけど

も，まあ私はいろんな言い方あると思いますけども，

私は私流に，そういう愛するということはごく簡単ご

く単純なことで，自分たちの両親なり先人たちが大阪

に住んで，自分たちの住みよい町に努力してきてくれ

た。自分もここに70年近く住んでる。これから先自分

たちの子供たちあるいは若い人たちも住む，その土地

だけに，できるだけ住みよいように自分の生きてる間

相協力してやっていこう。何よりも自分が足を踏まえ

てるこの土地をいつくしむ心，これが愛する心じゃな

いか。私そのように機会あるごとに言っております。

わたしは大阪が好きで，きょうまで来，振り返って

みると，大阪の町ってのは非常に楽しい，いい，そう

いう気がいたします。そして私が漫オの仕事をし．き

ょうまでの大阪が何よりも湘笥いは笑いである、 、商

は笑なり、そういう精神を一番の中心にして，できる

だけともに笑う話しことばの形できょうまで楽しく来

た。自分も仕事それに携ってきております。これから

先，生活が便利になる，りっぱになるについては，ょ

りりっぱに，より便利な，より楽しいそれになってい

くにはもう一息それを裏づける，われわれのことばを

通じてのそういう精神面の健康さ，そういうものが私

必要ではないかと思います。

私やはりそういう意味で家庭うたと申しますか小さ

い時分からきょうまでも絶えず言われ続けてき，いま

ではときどきは言う身分側になっておりますけども，

そういう時分に聞いたやはり家庭うたにございますが

‘手や足のよごれは常に洗えども心の垢を洗う人なし

ヽと。わたしこのことばが好きで，われわれは何より

も心の垢を絶えずお互いに洗う，それをできるだけ洗

えるそういう道具，方法を，言い回し，たとえのこと

ばでできるだけ生かし，広めていきたい。

こういうことがわたしたちの生活してる大阪人の一

番大事な役目じゃないか。そしてそれもむつかしい役

目じゃなしに，一番楽しい役目じゃないか。そういう

気がいたします。わたしは大阪が好きで，これからも

大阪がますます便利になる。便利になるには便利にな

るそれに応じての哀づけたそういうふうのいろんなこ

とば，言い回し，私の仕事の側から協力して楽しいこ

とばづかい，楽しい話しことば，そういうものにどん

どんこれからも勉強していきたい，そのように思って

おります。

（公衆衛生大阪大会の特別講演を編集部でまとめま

した）
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